東京都鍼灸師会　会員各位　

以下の内容は、日本鍼灸師会より全国の鍼灸師会の療養費担当者あてに令和6年12月27日に発信されているものです。

　お世話になっています。

厚労省より、あはきのオンライン資格確認の導入状況について説明を受けました。

2024年12月8日現在、受領委任登録を行っている、あはき施設が12185施設で34.1％に留まっているとのことでした。（約2/3の施設は、利用申請が済んでいない事になります。）

厚労省は、利用申請→準備完了→運用開始日入力までの進捗状況を把握しています。

そこで、厚労省は利用申請が済んでいない約23500施設について1月に下記事項について状況確認を行なうため手紙を送ることにしているとのことでした。

・やむを得ない事由に該当する場合は、その旨
・上記に該当しない場合、導入時期
・導入に当って困っていること
・施術所のメールアドレス

厚労省から、オンライン資格の導入は、施術管理者の義務であり済んでいない方は手続きを進めるよう改めて要請がありました。

（施術所等向け総合ポータルサイト）
https://iryohokenjyoho.service-now.com/omf　

ポータルサイトに掲載の導入の手順です。
---------------------------------------------------------------------------
●オンライン資格確認を利用するためのステップ

1.ユーザー登録
　まずは、本ポータルサイトのユーザー（アカウント）登録が必要です。

2.利用開始申請
　マイナ資格確認アプリの利用にあたって、ポータルサイトからの利用開始申請が
必要です。利用開始申請が承認されると、「1.ユーザー登録」で登録したメール
アドレスにメールが送信されます。

3.機器のセットアップ
　オンライン資格確認の導入にあたって必要な機器のセットアップ(マイナ資格確認
アプリのインストール)をしてください。
----------------------------------------------------------------------------

なお、上記の手順が済んで読み取りアプリを入手した後、運用開始日の入力をもって厚労省は一連の導入が完了したと見なしています。

施術所等向け総合ポータルサイトの各種申請の一覧画面から「運用開始日登録」を選択して、運用開始日が入力されているか確認下さい。

以上、会員に連絡のほど宜しくお願い致します。
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